
Ⅲ　具体項目 技術

1 （１）

・学習の最後に設けた「技術分野の学習を終えて」で
は、技術の学習が社会の中でも生きていくことが示
してある。さらに、職業観、勤労観の育成を通し
て、自ら課題を見つけ、解決していく力をはぐくめ
るよう工夫されている。

・「情報に関する技術」では、情報モラルやこれからの
情報化について調べたり、考えさせたりすることを通
して、新しい情報技術に積極的にかかわっていく態度
を育てるよう工夫している。

・学習の最後に「進んで技術を評価し生活をよりよくす
る～技術分野の出口～」という学習項目を設定し、よ
りよい社会を築くために身の回りの技術を適切に評価
するとともにこれからの技術に積極的にかかわろうと
する態度を養わせるよう工夫している。

（２）

「ガイダンス」では、法隆寺の五重塔や佐賀の有田焼
などの日本の伝統技術を取り上げ、先人の技術のすば
らしさを知らせるとともに、江戸時代の物質循環や再
生可能エネルギーの開発などの学習を通して、持続可
能な社会の必要性に気づかせるよう配慮されている。

・長崎県の有機農家による土壌中の微生物の働きに注目
した野菜作りを紹介している。また、本県で生産され
ている野菜や草花について多く掲載されており、本県
の自然や産業と関連付けた学習を行うことができる。

・すべての編にわたって、環境・社会・経済の視点か
らの統計資料を基に、我が国が抱える問題を明確に
することで、それらの問題を自分のこととしてとら
え、主体的かつ積極的に社会とかかわっていくこと
ができるよう工夫されている。

・ ・

全国２位の生産高の「じゃがいも」や、「クロマグ
ロ」の養殖など、本県に関する直接的な記載や、本
県にも見られる棚田の様子などが掲載されており、
本県の自然や産業と関連付けた学習を行うことがで
きる。

・ダイコンの品種「雲仙四月」や、コラムとして「クロ
マグロ」の養殖を紹介している。また「世界に誇る日
本の技術」として「眼鏡橋」が掲載されており、本県
の自然や産業について理解を深める学習を行うことが
できる。

           　　発行
者 東京書籍 教育図書 開隆堂出版

「エネルギー変換に関する技術」では、エネルギーを
取り巻く環境や、節約する技術を取り上げ、問題点や
解決策について考えさせることを通して、持続可能な
環境を保つことの必要性に気づかせるよう配慮されて
いる。
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Ⅲ　具体項目 技術

2 （１）

・「材料と加工に関する技術」では実習例に難易度を
示したり、「生物育成に関する技術」の実習例で
は、実態に応じた実習ができるよう全ての手順を写
真で構成したりするなど、基礎的・基本的な知識・
技能が確実に習得できるよう工夫されている。

・「生物育成に関する技術」では、露地栽培だけでな
く、様々な容器を使った栽培を取り上げ、管理手順
や写真や挿絵、比較資料によって具体的かつこまや
かに示すことで、基礎的な技能の習得に結び付くよ
う工夫されている。

・教科書全体を通して、関係のある学習内容のページ
を「リンク」マークで示すことにより、学習のつな
がりを踏まえながら、基礎的・基本的な知識・技能
が習得できるよう工夫されている。

（２）

・「情報に関する技術」における情報モラルの学習で
は、プラス面とマイナス面の両面からインターネッ
トや情報機器を評価したり、セキュリティ対策ソフ
トウェアの機能など技術的な側面から学習したりす
ることで、情報社会における判断力が育成されるよ
うに工夫されている。

・「情報に関する技術」におけるプログラム学習で
は、簡単な数当てゲームのプログラム学習から、応
用的なライントレースカーによる計測・制御プログ
ラムについて学習するよう構成されており、学習に
深まりをもたせるよう工夫されている。

・「Ｄ情報に関する技術」におけるプログラム学習で
は、フローチャートを使ってプログラムを考えさせ
ることで、計測・制御の処理の流れが理解しやすい
よう工夫されている。

・ふだんの学習から生徒が少しずつ評価・活用を繰り
返すことができるよう、「技術の天びん」マークを
設け、各編の最後には、環境的、経済的、社会的な
側面から技術を評価し活用できるよう工夫されてい
る。

・各章末には、技術を適切に活用する能力を育てるた
めに、調べたり、考えさせたりする課題を設定して
おり、技術と社会や環境とのかかわりについての理
解に基づいた学習ができるよう工夫されている。

・各学習内容の最後と全体の最後に、技術を適切に評
価し活用する能力と態度を育てる学習項目を設定し
ており、技術と社会や環境とのかかわりについての
理解に基づいた学習ができるよう工夫されている。

（３）

・「情報に関する技術」におけるディジタル作品の実
習例では、学校生活をテーマとして取り上げること
で、生徒の関心を高め、主体的に学習に取り組める
よう工夫されている。

・「情報に関する技術」では、前章で製作したライン
トレースカーをコンピュータで計測・制御する学習
を通して、学習内容の関連を図るとともに、生徒の
関心を高め、主体的に学習に取り組むよう工夫され
ている。

・「Ｄ情報に関する技術」におけるディジタル作品の
実習例として他の内容で学習した作品を紹介するこ
とで、学習内容の関連を図るとともに、生徒の関心
を高め、主体的に学習に取り組めるよう工夫されて
いる。

・各編の最後に「学習のまとめ」を設け、学習を振り
返って自己評価し、関連する用語を掲載ページつき
で併記することで、生徒が自ら復習できるよう工夫
されている。

・各章末には、「まとめ」と「章末問題」を設け、学
習した内容をまとめることで、主体的な学習態度が
定着できるよう工夫されている。

・各学習項目の始めに「学習の目標」を、また、学習
の節目に「ふり返り」を設定し、自己評価をさせる
ことで、学習内容に加え、主体的な学習態度や学習
習慣が定着できるよう工夫されている。

「ガイダンス」では、ものづくりに求められる優れ
た材料や加工技術、環境問題や信頼性等を取り上
げ、技術の発展には、工夫し創造する力が大切であ
ることに気付かせることで、今後の学習への関心を
高めるよう工夫されている。

開隆堂出版

・「ガイダンス」では、身近な製品や技術に関する資
料を多く取り上げ、技術が人間の生活を向上させ、
産業の継承と発展に影響を与えていることに気付か
せることで、今後の学習への関心を高めるよう工夫
されている。

・全般的に、多くの写真や挿絵を用いた説明資料が効
果的に掲載されており、基礎的・基本的な知識・技
能が確実に習得できるよう工夫されている。特に工
具を使用する姿勢や手の動きなどが丁寧に示されて
おり、正確な実習ができるよう配慮されている。

・「Ｃ生物育成に関する技術」では、栽培計画・記録
表の例が具体的に示されているとともに、実習例で
は、イラストを用いて栽培のポイントが分かりやす
く掲載されており、栽培の計画や観察を通した適切
な対応がしやすいよう工夫されている。

・ ・

・

東京書籍
全般的に、説明資料が豊富であり、特に実習におい
ては、「基礎技能」の項目にまとめ、加工方法や作
業の様子など人の動きや姿勢などをとらえた写真を
効果的に示すことで、技能が確実に習得できるよう
工夫されている。

教育図書

・

実習例のページ数が多く、各工程を写真で大きく表
示することで、ポイントを押さえた実習が容易とな
り、基礎的な技能が習得できるよう工夫されてい
る。

「生物育成に関する技術」では、照明や養分補給を
コンピュータで制御する「植物工場」の特徴と将来
的な展望について示すことで、今後の生物育成と環
境・社会とのかかわりについて考察することができ
るよう工夫されている。

・

「材料と加工に関する技術」や「エネルギー変換に
関する技術」では、製作の構想に多くのページを費
やし、構想の流れを分かりやすく図示することで、
機能や構造など、様々な設計要素を踏まえた構想が
しやすいよう工夫されている。

「技術分野のガイダンス」では、現在の社会で活用
されている技術や技術にかかわる人の姿を取り上げ
たり、学習の成果を確認する場の紹介や、本学習が
未来を創る礎になることを伝えたりすることで、今
後の学習に主体的に取り組む意欲を高めるよう工夫
されている。

・
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Ⅲ　具体項目 技術

2 （４）

・「材料と加工に関する技術」では、環境に配慮した製
品やものづくりの技術を取り上げることで、持続可能
な社会の実現に向けて考察し、自分でできることを見
つけ、実践できるよう工夫されている。

・「材料と加工に関する技術」の「強さへの挑戦」や、
「生物育成に関する技術」の「フード・マイレージ」
では、統計資料や実験・実習を例示することで、独自
の視点から、社会生活における課題を見いだせるよう
工夫されている。

・「Ａ材料と加工に関する技術」では、ペットボトルや
アルミ缶などの身近なもののリサイクルを取り上げる
ことで、循環型社会・持続可能な社会における望まし
い技術の在り方について考察し、自分でできることを
実践し、行動できるよう工夫されている。

・ 各編の最後に設定されている「評価・活用してみよ
う」では、プラス面・マイナス面の両面から内容の評
価を行い、「生活に生かそう」で発展的題材を示すこ
とで、社会生活や家庭生活を改善しようとする意欲に
つながるよう工夫されている。

・ 各章末には、新しい技術や、技術と環境や社会との関
係について示すことで、社会生活や家庭生活を改善し
ようとする意欲につながるよう工夫されている。

・ 各学習内容の最後に設定されている「生活に生かそ
う」では、学んだことを生活の場で活用できるように
するための具体例やヒントなどを示すことで、社会生
活や家庭生活を改善しようとする意欲につながるよう
工夫されている。

（５）

・環境問題に関連する部分に「環境」マークを付け、具
体的な問題点と解決すべき視点を示すことで、技術と
環境を結び付けて考えられるよう工夫されている。

・「生物育成に関する技術」では、化学肥料や農薬使用
の農業への効果と問題点について、生産性や害虫の駆
除、環境への負担などの観点から示すことで、より適
切な栽培方法を考察できるよう工夫されている。

・環境問題に関連する部分に「環境」マークを付け、環
境に配慮した具体的な工夫を示すことで、技術と環境
を結び付けて考えられるよう工夫されている。

・使用する工具や作業内容に関する注意点を、「安全」
マークで記し、安全な作業の方法や事故防止のポイン
トが分かるよう工夫されている。
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・教科書の冒頭に「実習の安全」として、生徒が自ら安
全に関する項目を考えさせる工夫がされ、教科書全般
を通して、「安全マーク」「衛生マーク」を記すこと
で、注意を喚起し、安全な作業の方法や事故防止のポ
イントが分かるよう工夫されている。

・使用工具や作業内容の注意すべき事項を作業工程に
沿って「注意」マークで記し、安全な作業の方法や事
故防止のポイントが分かるよう工夫されている。

・ 全般的に、各学習の最初に「考えてみよう」「観察し
てみよう」「調べてみよう」などの項目を設け、身近
なものから考えたり調べたりすることを学習のきっか
けにすることで、社会や家庭生活における課題意識を
高められるよう工夫している。

全般的に、各学習の初めに「考えてみよう」の項目を
設け、身近な題材を基に、考えたり調べたりする事項
を提示することにより、生徒が社会生活や家庭生活に
おける課題意識を高められるよう工夫されている。

・全般的に、「調べよう」及び「考えよう」の項目を設
定することで、学習内容と社会生活や家庭生活とのか
かわりを意識できるよう工夫されている。

・

            　発行者 東京書籍 教育図書 開隆堂出版観点



Ⅲ　具体項目 技術

3 （１）
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（２）

・奇数ページの下には、「ひとくちＱ＆Ａ」としてクイ
ズ形式で学べる豆知識問題が設けられ、学習意欲を高
め学習内容と関連した情報を楽しく学ぶことができる
よう工夫されている。

・各章の初めには、トピックとして見開き１ページを使っ
て学習内容と関連した情報を掲載し、学習意欲を高める
工夫がなされている。

・各ページ下には「豆知識」を設け、学習内容と関連した
便利な情報や生徒の興味をひく情報を掲載するととも
に、奇数ページの上には、学習内容に関する工具などの
写真を掲載し、学習意欲を高める工夫がなされている。

・安全や環境に関する内容や、他教科との関連、実習の
コツなどを示すマークを用いることで、学習効果を高
めるよう工夫されている。

・発展や安全に関する内容や、作業上の注意やコツを示す
マークを設け、学習効果を高めるよう工夫されている。

・安全、環境、リンクなど様々なマークを用いることで、
安全や環境に対する配慮や他の学習内容や家庭分野との
関連などが一目で分かるよう工夫されている。

・生徒の関心を集めているアニメキャラクターの挿絵を
学習内容と関連させて用い、学習への興味・関心が高
まるよう配慮されている。

・人物の挿絵は、様々な年代の人物を用い、生活と関連付
けた内容であることが分かるよう配慮されている。

・人物の挿絵は、学習内容と関連付けて掲載されており、
学習への興味・関心が高まるよう配慮されている。

（３）

・全般にわたって特別支援教育への配慮がされており、
重要語句は黒色の太ゴシック体で示し、分かりやすい
配色がなされている。

・重要語句は黒色の太ゴシック体で、分かりやすく表され
ている。

・重要語句は黒色の太ゴシック体で、分かりやすく表され
ている。

・教科書のサイズがＡＢ判と大きい分、挿絵や写真が大
きく、爪見出しも内容ごとに色分けされるなど、全般
にわたって見やすいものになっており、文章の情報量
も多い。

・誌面は、適度の余白を設けて見やすくしてあり、また、
直に記入ができるような工夫がなされている。

・内容のまとまりごとに基本となる色を変え、奇数ページ
には内容に沿った見出しが付いている。

開隆堂出版
・全般的に、見出しには具体的な活動内容が示され、生
徒が学習内容をイメージしやすい表現となっている。
本文も学習のポイントを押さえた簡潔で分かりやすい
文章表現となっている。

・本文が簡潔な文章表現となっており、実習資料では大き
な写真や挿絵を使い説明している。

・基礎・基本となる内容について、豊富な写真と挿絵を用
いて的確に説明している。本文も学習のポイントを押さ
えた簡潔で分かりやすい文章表現となっている。

「生物育成に関する技術」では、科学的根拠に基づいて
実習を行うことができるよう、統計資料が多く準備され
ている。

             発行者 東京書籍 教育図書
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ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
の
表
記
・
表
現
や

体
裁
の
特
長 ・習得した学習内容を活用するために、グラフなどを読

み取って考えをまとめる上で、効果的な統計資料や分
類資料が多く掲載されている。

・ ・学習内容を視覚的にとらえることができるよう、いずれ
の内容においても写真や挿絵、統計資料が多く用いられ
ている。

写
真
、
挿
絵
、
図
表
な
ど
は
、
学
習
意
欲
を
高
め
る

と
と
も
に
、
学
習
内
容
と
の
関
連
や
学
習
効
果
に
十

分
配
慮
さ
れ
て
い
る
か
。

・実習例など工程順が見やすくなるよう、横の流れで示
している。

・学習のねらい・図・本文が同じパターンでレイアウトさ
れ、生徒が学習しやすいよう配慮されている。

・小題材ごとに、基本的に見開きレイアウトとなってい
る。レ

イ
ア
ウ
ト
や
色
彩
、
文
字
の
大
き
さ
、
挿
絵
の

活
用
、
紙
質
、
製
本
等
に
つ
い
て
は
、
適
切
に
配

慮
さ
れ
て
い
る
か
。

観点


